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調査は 2017 年 12 月～2018 年 3 月に実施し，
鳥取県 T 小学校 1 年生児童（n=28）と 4～5 年
生児童（n=14）が参加した。平均年齢と男女数
がおおよそ等しくなるように 1 年生児童を 2 グ
ループに分け，その内の 1 グループの児童（以
下，年少 A 群と記す）が，もう 1 方のグループ


















図 1 造形活動におけるペアの組合せ 
表 1 グループの構成 







今回使用した木製ブロックは，Learning Resources 社製「Wooden Pattern Blocks」である。
厚さ 1 ㎝，幅 5 ㎝以内で作られたブロックが六角形（黄色）25 個，四角形（オレンジ色）25
個，三角形（緑色）50 個，台形（赤色）50 個，菱形大（青色）50 個，菱形大（木地）50 個と
いう内容でセットとなっており，1 人 1 セットを渡した。各ブロックの幅は規格がそろってお






















活動開始から 30 秒間の 2 つを扱うこととした。  
 
（１）年少 B 群と年長群に対する年少 A 群の視線 
表 2 は，年少 B 群と年長群の手元及び制作物に対する年少 A 群の注視時間について，活動時
間全体（5 分間）と活動開始から 30 秒間の平均時間と標準偏差，最小値と最大値，Wilcoxon の
符号付き順位検定の p 値を示したものである。有意水準を危険率 5%以下として検定を行った
結果，活動時間全体（5 分間）では，相手が同年齢の場合と異年齢の場合に有意な差は見られ
なかった（p = .300）。活動開始から 30 秒間においても，相手が同年齢の場合と異年齢の場合
に有意な差は見られなかった（p = .929）。以上により，同一人物による同年齢ペアの場合と異
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ーセンテージで置き換える形で分析を行った。図 3 は，活動開始から 30 秒ごとの各時間帯に
ついて，左記のパーセンテージが最も高い値を示した者の人数をグラフ化したものである。こ
れを見ると，年少 B 群とのペアの活動と年長群とのペアの活動ともに，活動開始から 30 秒間
が，活動時間全体のなかで最も時間を割いて注視を行った者が多い時間帯であることが分かる。 
 
（２）年少 A 群に対する年少 B 群と年長群の視線 
次に，年少 A 群の手元及び制作物に対する年少 B 群と年長群の注視時間を比較した。表 3
は，その活動時間全体（5 分間）と活動開始から 30 秒間の平均時間と標準偏差，最小値と最大
値，Mann-Whitney の U 検定の p 値を示したものである。有意水準を危険率 5%以下として検
定を行った結果，活動時間全体（5 分間）では，年少 B 群と年長群に有意な差は見られなかっ
表 2 年少 B 群と年長群に対する年少 A 群（n=14）の注視時間（秒）における検定結果 
表 3 年少 A 群（n=14）に対する年少 B 群と年長群の注視時間（秒）における検定結果 





た（p = .550）。活動開始から 30 秒間においても，年少 A 群と年長群の平均時間に有意な差は
見られなかった（p = .401）。以上により，年少 B 群と年長群の注視時間に有意な差があるかど
うかは，本調査では判断できなかった。  
 続いて，活動時間全体のなかで，年少 A 群の手元及び制作物に対して年少 B 群と年長群が最
も時間を割いて行った注視のタイミングを比較した。方法は前述した通りである。年長 B 群，
年長群ともに活動開始から 30 秒間が，活動時間全体のなかで最も時間を割いて注視を行った









注視を行った時間帯（カッコ内）を併記した。なお，図 5 と図 6 のそれぞれに付している各枠
の通し番号は，同じ番号が年少 A 群の児童（以下，年少 A 児と記す）が同じであることを示し
ている。①～⑦が年長群の児童（以下，年長児と記す）と先に，⑧～⑭が年少 B 群の児童（以
下，年少 B 児と記す）と先に活動を行っている。  
 ①の年少 A 児は，年少 B 児に対して活動全体を通して約 26 秒も目を向けているが，大半は
4m00s~4m30s の間であり，自身の活動に区切りがついた後であった。以降，造形活動は行っ
ておらず影響は確認されなかった。年長児とのペアでも影響は確認できず，年少 B 児と年長児
にも年少 A 児からの影響は確認されなかった。  
②の年少 A 児は，0m00s~0m30s に，年少 B 児が行っていた六角形型のブロックを隙間なく
並べる造形行為を，注視後に自身の活動でも用いた。ただし，先に行われた年長児との活動で
も同じ行為を行っており，影響関係は不明である。年少 B 児には年少 A 児からの影響は確認さ
れず，年長児は相手を全く見ていなかった。  
図 4 年少 B 群と年長群の各児童が最も時間を割いて注視を行っていた時間帯 
人数 
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③の年少 A 児は，冒頭で年少 B 児がつくっていたものと同じ形をつくる造形操作を行うもの
の，机の全面に無秩序にブロックを並べていく活動へと切り替えてしまう。対する年少 B 児
も  ，4m00s~4m30s に，その様子を頻繁に見るようになり，同じ活動を行うようになる。年長
児も，先と同様の活動を行っている年少 A 児の方に冒頭から頻繁に目を向けており，2m20s 頃
より同じ活動を行っていくようになる。  
④の年少 A 児も，ペアを組む年少 B 児及び年長児も，相手の方を殆ど，あるいは全く見てい
なかった。  
⑤の年少 A 児は，年少 B 児に対しては，4m30s~5m00s に相手がブロックで音を出した時に
一瞬目を向けるが，影響は確認できなかった。年長児に対しても，活動開始直後に一瞬目を向
けるが，影響は確認できなかった。年少 B 児は途中で活動内容を変えるが，年少 A 児からの影





を向けていく。対する年少 B 児は，0ｍ30s~1m00s に年少 A 児の方を見て同じことをし，並び
終えた後も頻繁に目を向けていた。年長児も，開始直後はブロックを選んでいたが， 0ｍ
00s~0m30s に年少 A 児の方を見た後，同じことを行っていくようになる。  
⑦の年少 A 児は，活動開始から 3 分後頃に一瞬年少 B 児の方を見て，同じ形のブロックを使
用する行動をとっている。年長児に対しても，冒頭で相手の方を見て活動をやり直し，
1m00s~1m30s の注視後には相手と同じブロックを用いている。年少 B 児と年長児には，年少
A 児からの影響は確認されなかった。  
⑧の年少 A 児は，六角形のブロックを左上から並べる活動を行っていたが，2m00s~2m30s
に台形ブロックを用いる年少 B 児を注視後，同じものを用いて並べるようになった。年少 B 児
の年少 A 児からの影響は確認できなかった。年長児は，0m00s~0m30s に左上からブロックを
並べる年少 A 児を見た後で同じことをする（用いるブロックは異なる）。一方，年少 A 児は，
初めは間を置いてブロックを並べていたものの，0m00s~0m30s に，ブロック同士をくっつけ
て並べる年長児を見てからは同じことをするようになる。  
⑨の年少 A 児と年少 B 児，年長児との間に影響関係は確認できなかった。年長児は相手を全
く見なかった。  
⑩の年少 A 児は，0m00s~0m30s に，年少 B 児が行っていたブロックを積み上げていく造形
行為を，注視後に自身の活動でも用いた。対する年少 B 児は，積み上げていたブロックが倒れ
た際に，一瞬年少 A 児の方を見ただけであった。年長児に対しては，冒頭から頻繁に目を向け
るが影響は確認できなかった。年長児は，0m00s~0m30s に，年少 A 児が行っていた「台形ブ
ロックを併せて六角形にして，黄色の六角形のブロックと組み合わせながら積む」という造形
操作を注視後に行っていくが，別の形のブロックも併用していた。  
⑪の年少 A 児と年少 B 児との間も，年少 A 児と年長児との間も，影響関係は確認されなか
った。年長児の注視時間は活動全体を通して約 7 秒であったが，相手を一瞬見る行動を繰り返
した結果であった。  
⑫の年少 A 児と年少 B 児のペアは，2 人とも造形活動が決まっていた様子であり，互いに視
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武田信吾：児童の並行的な造形活動における他者観察の影響状況
線を向けるのは一瞬であった。また，年少 A 児は年長児を全く見ておらず，年長児も年少 A 児
の方を一瞬見るだけであった。  
⑬の年少 A 児は，年少 B 児及び年長児からの影響関係は確認できなかった。年少 B 児は，
0m30s~1m00s に，年少 A 児が行っていた「ブロックを横に並べていく」という造形操作を，
視線を向けた直後に行っているようにも見えたが，一瞬しか見ておらず，影響関係があるとは
判断がつかない状況であった。年長児も，0m00s~0m30s に一瞬，年少 A 群の児童を見ており，
その直後に年少 A 児が使っていた同じ型のブロックを用いているが，影響関係があるとは判断
がつかなかった。  
⑭の年少 A 児と年少 B 児のペアは，⑫の事例と同じく，2 人とも造形活動が決まっていた様
子であり，互いに視線を向けるのは一瞬であった。年長児とのペアでは，年少 A 児は相手を全
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2) アレックス・メスーディ（野中香方子訳），「文化の小進化」，『文化進化論  ダーウィン進化論は文化を






互作用の視線分析に基づいて―」『地域学論集』15 巻 1 号，2018 年，pp.125-134）で記している。  
−　78　−
武田信吾：児童の並行的な造形活動における他者観察の影響状況
5) 武田，2019 年，前掲書，pp.193-200 
6) 年少 A 群と年少 B 群の間で互いの注視時間の平均時間の差が統計的に有意かを確かめるために，有意
水準を危険率 5%以下として Mann-Whitney の U 検定を行ったところ，活動時間全体（5 分間）では，
両者の間で有意な差は見られなかった（p = .227）。活動開始から 30 秒間においても，同じく両者の
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図 6 年少 A 群（左）と年長群（右）のペアによる制作物 
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武田信吾：児童の並行的な造形活動における他者観察の影響状況
